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半径が r の扇形の弧の長さ・面積は中心角に比例する。中心角を（ラジアン）、弧の長さを l 、
面積を S とすると
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扇形の弧の長さ・面積

半径 r 、中心角 の扇形の弧の長さを l 、面積を S とすると
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（例）

半径 6 、中心角
3
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の扇形の弧の長さを l 、面積を S とすると
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